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霞ヶ浦総合公園　花蓮園

田村・手野地区　ハス田

2021 土浦の夏キララ　七夕飾り
（うらら大屋根広場）

特　集
楽しもう土浦の湖と山

・観光帆曳船運航

・ヒューナックアクアパーク水郷

・小町の館

・第 22 回常陸国小野小町文芸賞
  作品募集

・小町のハイキング

・パラグライダー

・筑波山地域ジオパーク

・季節の花　グラジオラス
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楽しもう土浦の湖と山
【
湖
を
楽
し
む
】

　

観
光
帆
曳
船
運
航

　

霞
ヶ
浦
の
湖
面
を
渡
る
風
を
う

け
、
真
っ
白
な
帆
を
い
っ
ぱ
い
に

張
っ
て
進
む
帆
曳
船
は
、
息
を
の

む
ほ
ど
美
し
く
、
情
緒
あ
る
姿
で

す
。
帆
曳
船
は
明
治
１３
年
に
現
か

す
み
が
う
ら
市
の
折
本
良
平
に
よ

り
考
案
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
高
さ

９
メ
ー
ト
ル
、
巾
１６
メ
ー
ト
ル
も

の
巨
大
な
帆
を
張
り
、
風
の
力
で

船
が
横
に
流
れ
る
よ
う
に
し
て
網

を
曳
き
、
ワ
カ
サ
ギ
な
ど
を
捕
る

帆
曳
網
漁
の
た
め
の
船
で
し
た
。

昭
和
４０
年
頃
に
ト
ロ
ー
ル
船
に

と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
土
浦
市
で
は
、

現
在「
七
福
神
丸
」と「
水
郷
丸
Ⅱ
」 霞ヶ浦の帆曳船

観光帆曳船の運航に携わる
土浦帆曳船保存会のみなさん

の
２
艘
の
帆
曳
船
が
観
光
用
と
し

て
運
航
さ
れ
、
遊
覧
船
か
ら
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
１０
月
１７
日
（
日
）
ま
で
の 

土
・
日
・
祝
日 

１３
時
か
ら
１５
時
ま
で

※
天
候
に
よ
り
欠
航
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
／
土
浦
市
観
光
協
会

※
霞
ヶ
浦
で
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
・
行

方
市
に
お
い
て
も
運
航
し
ま
す
。
運
航

日
時
等
の
詳
細
は
、
各
市
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

平
成
３０
年
３
月
「
霞
ヶ
浦
の
帆

引
網
漁
の
技
術
」
が
文
化
庁
か
ら

国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ

れ
ま
し
た
。

【
霞
ヶ
浦
遊
覧
船
】【常陽観光㈱】　ジェットホイルつくば号

料金：大人1,680円　小学生840円
電話:０９０-３３１３-５６８４
土浦市川口2-12　13:25 便 ( 約 50分 )

【㈱ラクスマリーナ】　ホワイトアイリス号
料金：大人1,570円　小人（12歳未満）780円
電話:０２９-８２２-２４３７
土浦市川口2-13-6　13:30 便 ( 約 40分 )

レンガ蔵で味わう珈琲は格別です　電話029（822）0081
土浦まちかど蔵

喫茶　蔵　土浦市中央 1-12-5

土浦の土産品は当店で　電話029（824）6110
土浦駅西口ウララ１ビル　１階

土浦市観光情報物産センター「きらら館」

ヒ
ュ
ー
ナ
ッ
ク

　

ア
ク
ア
パ
ー
ク
水
郷

霞
ヶ
浦
総
合
公
園
内
に
あ
る

ヒ
ュ
ー
ナ
ッ
ク
ア
ク
ア
パ
ー
ク
水

郷
に
は
、
全
長
２
７
０
メ
ー
ト
ル

の
「
流
れ
る
プ
ー
ル
」
や
、
直
線

と
曲
線
の
「
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
付
き

プ
ー
ル
、
２５
メ
ー
ト
ル
「
多
目
的

プ
ー
ル
」、「
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
」

が
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
く
遊
べ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

期
間
／
８
月
３１
日
（
火
）
ま
で

時
間
／
９
時
～
１７
時

料
金
／
大
人
・
高
校
生
１
，
２
２
０
円

小
中
学
生　

６
１
０
円

幼　

児　
　

２
０
０
円

３
歳
以
下　

無
料

住　
所
／
土
浦
市
大
岩
田
６
０
１

問
合
せ
／
ヒ
ュ
ー
ナ
ッ
ク
ア
ク
ア
パ
ー
ク
水
郷

電　
話
／
０
２
９-

８
２
４-

６
４
３
２ スライダー
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楽しもう土浦の湖と山

土浦の名所をレンタサイクルで巡ろう！土浦まちかど蔵「大徳」では、自転車を貸し出しています。
貸出時間 9:00～ 17:０0：使用料 500円 /日（クロス1,000 円）：保証金 1,000 円 ( 返却時返金 )　

【
山
を
楽
し
む
】

　

小
町
の
館

第
２２
回
常
陸
国
・
小
野
小

町
文
芸
賞
作
品
募
集

朝
日
峠
＆
小
町
山
ハ
イ
キ
ン
グ

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験

　
「
小
町
の
館
」
は
、
小
町
伝
説

の
魅
力
を
語
り
伝
え
る
と
と
も

に
、
人
々
の
交
流
の
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
町
の
館
は
、
茨
城
県
下
最
大

級
の
直
径
７
ｍ
の
水
車
が
目
印
。

「
小
町
の
館
」
で
は
、
そ
ば
打
ち

体
験
教
室
（
不
定
期
開
催
）
や
観

光
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
や
小
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
小
町
伝
説
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
処

「
小
町
庵
」
の
香
り
高
い
打
ち
立

て
常
陸
秋
そ
ば
も
好
評
で
す
。

問
合
せ
／
小
町
の
館

住　
所
／
土
浦
市
小
野
４
９
１

電　
話
／
０
２
９-

８
６
２-

１
０
０
２

　
「
常
陸
国
・
小
野
小
町
文
芸
賞
」

は
、
絶
世
の
美
女
と
謳
わ
れ
た
平

安
時
代
の
歌
人
小
野
小
町
の
終
焉

の
地
と
し
て
、語
り
継
が
れ
る
「
小

町
伝
説
」
を
活
か
し
、
地
域
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
土
浦
市
の
文

化
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

募
集
条
件　

未
発
表
の
短
歌
・
俳
句
作

品
（
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。）
２
首
・
句

１
組
（
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。）

応
募
方
法　

２
首
・
句
組
１
０
０
０
円

（
定
額
小
為
替
）
を
同
封
す
る
か
、
同
観

光
協
会（
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
大
徳
」内
）

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

９
月
２２
日（
水
）ま
で（
必
着
）

応
募
先
・
問
合
せ
先

土
浦
市
観
光
協
会
「
常
陸
国
・
小
野
小

町
文
芸
賞
」
係

　

小
町
の
館
か
ら
、
小
野
小
町
が

歩
い
た
と
い
わ
れ
る
峠
道
を
登

り
、「
こ
も
れ
び
の
森
」
を
抜
け

る
と
「
朝
日
峠
展
望
公
園
」
に
到

着
し
ま
す
。
展
望
台
か
ら
は
筑
波

山
や
霞
ヶ
浦
を
は
じ
め
、
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
や
新
宿
副
都
心
の
高

層
ビ
ル
を
望
む
こ
と
も
で
き
、
ま

さ
に
、
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
満
喫
で
き
ま
す
。
小
町
山
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
２
０
１
７
年
に

整
備
さ
れ
、
親
子
連
れ
の
ハ
イ

カ
ー
に
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。 

問
合
せ
／
小
町
の
館

電　
話
／
０
２
９-

８
６
２-
１
０
０
２

　

土
浦
市
北
部
の
朝
日
峠
展
望
公

園
内
に
テ
イ
ク
オ
フ
場
が
あ
り
、

霞
ヶ
浦
や
関
東
平
野
の
絶
景
を
眺

め
な
が
ら
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
初
心
者
で
も
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
タ
ン
デ
ム
体

験
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ま
ち
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル

住　
所
／
土
浦
市
小
野
１
２
６-

７

電　
話
／
０
２
９-

８
６
２-

５
３
５
５

小町の里の拠点「小町の館」

小町の館から朝日峠を望む

霞ヶ浦を眺めながら

第２１回大賞作品（令和２年度）
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筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク

季
節
を
彩
る
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
「
地
球
・
大

地
」（
ジ
オ
）
と
「
公
園
」（
パ
ー
ク
）

を
組
み
合
わ
せ
た
「
大
地
の
公
園
」

と
い
う
意
味
で
す
。
筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
国
内
に
４３
あ
る

ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
つ
で
、
つ
く
ば
・

石
岡
・
笠
間
・
桜
川
・
か
す
み
が

う
ら
・
土
浦
の
６
市
エ
リ
ア
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
係
自
治

体
や
地
域
の
皆
様
の
参
画
に
よ

り
、
多
方
面
か
ら
の
活
動
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

土
浦
市
に
は
「
山
ノ
荘
」「
田
村
・

沖
宿
」「
土
浦
」「
上
高
津
」
の
４

つ
が
ジ
オ
サ
イ
ト
と
さ
れ
登
山
や

散
走
ツ
ア
ー
等
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

真
っ
す
ぐ
天
を
突
く
か
の
よ
う

に
伸
び
た
姿
が
「
剣
」
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
。

　

土
浦
市
で
は
、
昭
和
３１
年
に
今

泉
地
区
で
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
球
根

が
生
産
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
昭
和
３５
年
か
ら
切
り
花
栽
培

が
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
４５
年
に
は

作
付
面
積
が
約

２０ 

ｈａ
に
増
え
、
現

在
は
、
全
国
で
も
有
数
の
産
地
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
は
花

き
で
は
初
め
て
茨
城
県
の
「
花
き

銘
柄
産
地
」
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、

今
泉
・
小
山
崎
地
区
を
中
心
に
、

４
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
栽
培
さ

れ
、
日
本
全
国
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
土
浦
市
は
切
り
花
で
は
作
付

面
積
、
生
産
量
と
も
に
県
内
１
位

を
誇
り
ま
す
。

問
合
せ
／
土
浦
市
農
林
水
産
課

電　
話
／
０
２
９-

８
２
６-
１
１
１
１

【
山
ノ
荘
】
約
５０
万
年
前
と
約

１２
万
５
千
年
前
の
海
進
に
よ
り
、

標
高
５０
ｍ
の
段
丘
と
標
高
３５
ｍ

の
平
坦
な
地
形
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ

緩
や
か
な
斜
面
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
約
１２
万
５
千
年
前
の
海
進
以

降
大
き
な
地
形
変
化
が
無
く
、
そ

の
な
だ
ら
か
な
地
形
に
よ
り
、
い

や
さ
れ
る
里
山
の
景
観
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

【
田
村
・
沖
宿
】
霞
ヶ
浦
沿
岸
の
、

縄
文
海
進
後
の
海
面
低
下
で
形
成

さ
れ
た
平
坦
な
低
湿
地
帯
は
、
国

内
１
位
の
レ
ン
コ
ン
生
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
沖
宿
地
区
は
、

霞
ヶ
浦
が
海
だ
っ
た
頃
に
形
成
さ

れ
た
州
浜
で
、
低
地
の
中
で
も
こ

こ
だ
け
は
標
高
が
４
～
５
ｍ
と
な 

っ
て
い
ま
す
。

【
土
浦
】
土
浦
城
跡
は
、
桜
川
河
口

の
三
角
州
上
に
建
て
ら
れ
た
江
戸

時
代
の
城
郭
跡
で
、
周
囲
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
水
堀
や
旧
市
街
の
桜

橋
の
跡
に
は
か
つ
て
の
水
郷
の
面

影
が
残
り
ま
す
。

【
上
高
津
】
上
高
津
貝
塚
は
、
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
体
と
し
た
貝
塚

で
、
製
塩
活
動
な
ど
霞
ヶ
浦
沿
岸

の
縄
文
文
化
を
語
る
上
で
貴
重
な

遺
跡
で
す
。

田村・沖宿

上高津

亀城モール 川口モール・バス停付近 駅前通り商店街

山ノ荘

土浦


